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・太陽エネルギー利用した再生可能エネルギーの生産

・燃料電池用水素、及び空気電池用金属などに適した各種ナノ粒子の製造

・太陽光を励起光源としてインコヒーレントな太陽光をレーザー光に変換

・励起のために電気を必要とする従来のレーザー装置よりも低運転コストが可能

・レーザー光による金属・非金属ナノ粒子生産に応用可能

太陽エネルギー利用が注目されている。

その１つとして太陽光直接励起レーザーと

いう太陽光を励起光源として太陽光をレー

ザー光として得るレーザー装置がある。

我々のグループでは、高光−光変換効率

が実現可能なNd/Cr:YAGセラミックレー

ザー媒質の開発に成功した。連続の太陽

光を連続波レーザーでなく高強度短パル

スレーザーに高い効率で変換することが

可能である。このレーザーを利用した液相

レーザーアブレーション法による金属・非

金属ナノ粒子生産に関する研究について

も行っている。
太陽光直接励起レーザー装置
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